
取扱説明書
マリンケース

品番 DMW-MCZX1

VQT2G13-1
S0709DT1089

保証書付き

このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとう
ございます。
≥取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
≥ご使用前に「安全上のご注意」（21 ～25 ページ）を必ずお読みください。
≥保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書
とともに大切に保管してください。
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≥ 当社製デジタルカメラ専用のマリンケースです。
水深40 ｍ以内の水中撮影を楽しむことができます。

≥ デジタルカメラを取り付ける前に、水中に沈めて水漏れがないこと
を確認してください。

≥ 取り扱い上の不注意により、万一水漏れ事故を起こした場合、内部
機材（デジタルカメラやバッテリー、カードなど）の損傷、および
撮影に要した諸費用などにつきましては、当社は責任を負いません
ので十分お気をつけください。

≥ 使用時の事故（人身・物損）の補償はいたしません。

■使用場所での取り扱い
≥ 以下のような場所でご使用ください。
≥ 水深40 m 以内
≥ 周辺温度 0 ℃～40℃

≥ 40 ℃を超える温水の中では使用しないでください。熱によって変
形・水漏れの原因となります。

≥ マリンケースは、耐衝撃性に優れたポリカーボネイト製ですが、取
り扱いには十分お気をつけください。特に、撮影現場での岩場など
で傷が付きやすく、落下などの衝撃を与えると破損する場合があり
ます。撮影場所への車、船、列車、飛行機での移動の際は、衝撃が
直接伝わらないようにこん包してください。その際は、マリンケー
スにデジタルカメラをセットして輸送しないでください。マリン
ケースの中に、デジタルカメラをセットして輸送するのは、目的地
からダイビングポイントまでのような、ごく短時間の場合に限り可
能です。それ以外は、必ず別にして輸送してください。（お買い上げ
時のこん包資材は、これらの輸送に使用できません）

≥ 飛行機で移動する際は、気圧が変化すると中の空気が膨張して破損
する恐れがありますので、Oリングは外しておいてください。
外したOリングは付属のOリング専用ポリ袋に入れてください。

お使いになる前に（まずお読みください）

マリンケースおよび内部機材などに対する保険、青年アクティ
ブライフ総合保険「アウトドア安心プラン」の案内はがきを同
封しております。

は
じ
め
に
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≥ 内部にデジタルカメラを入れた状態で、直射日光や車、船、浜辺な
どに長時間放置しないでください。このマリンケースは、気密構造
になっていますので、内部の温度が異常に高くなり、デジタルカメ
ラが正常に動作しなくなる場合があります。温度管理に十分お気を
つけください。

■高温・寒冷地での取り扱い
≥ 高温・多湿な場所での開閉後、寒いところや水中へ移動すると、マ
リンケース内部でつゆつきが起こり、ガラス面がくもったりデジタ
ルカメラが故障する原因になります。

≥ 寒いところや冷たい水中から急に温かいところに移動させたり、湿
度の高いところで開閉すると、ガラス面にくもりが発生することが
ありますので、撮影場所の温度になじませてからお使いください。

■準備などでの取り扱い
≥ 水しぶきや砂がかかる恐れのある場所では、マリンケースの開閉を
しないでください。室内での開閉をおすすめします。

≥ デジタルカメラの取り付けやバッテリー、カードの交換などは、室
内の湿気の少ない場所で行ってください。

≥ ダイビングポイントでバッテリーやカードの交換をするために、ど
うしてもマリンケースの開閉をする必要がある場合は、以下のこと
をお守りください。
･ 水しぶきや砂のかからない場所を選ぶ。
･ フロントケースとリアケースとのすき間や、バックルに付いてい
る水滴を完全に吹き飛ばしてから、マリンケースに残った水滴を
乾いた布でよくふき取る。
･ 体や頭髪に付いている水分をよくふき取る。
特に保温スーツのそで口から出る水にお気をつけください。
･ 海水が付いた手でデジタルカメラを触らないように、あらかじめ
真水でぬらしたタオルなどをポリ袋に入れて用意しておき、手や
体に付いた水滴、塩分をふき取る。

≥ 本マリンケースは、取り付けられたデジタルカメラへの衝撃をやわ
らげるケースではありません。取り付けた状態で衝撃を与えたり、
重いものを乗せたりすると、故障する恐れがあります。取り扱いに
は十分お気をつけください。

お使いになる前に（まずお読みください）（つづき）
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[包装を開けたときの確認]
包装箱から取り出すときに、本体、付属品がすべて入っているか、また本体、付
属品の外見や機能面に流通、輸送過程での損傷がないかを確認してください。
異常が発見された場合は、ご使用前にお買い上げの販売店にご連絡ください。
下記指定以外のものは、ご使用にならないでください。

付属品をご確認ください。

記載の品番は2009年 8月現在のものです。変更されることがあります。

≥ 包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処理をしてください。

付属品

□ 交換用 Oリング
    (専用ポリ袋入り)
VMG1742

※ 1個は、あらかじめ
本体に取り付けて
います。

□ シリカゲル
  （乾燥剤）
  （1 g 5個）
    VZG0371

□ Oリング
    グリス
    VZG0372

□ ハンド
    ストラップ
    VFC4190

□ ウエイト、
    ウエイト固定ねじ
    VXA8754

□ 反射防止パーツ
    VQL2A90

□ 拡散板
VYK3L66       ・不要なときは取り外すことができます。

付属品は販売店でお買い求めいただけます。
パナソニックの家電製品直販サイト「パナセンス」で
お買い求めいただけるものもあります。
詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。

http://club.panasonic.jp/mall/sense/

外すとき 付けるとき

※図のように取り付けてください。

は
じ
め
に
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1.モードダイヤル
2.シャッターボタン
3.ズームレバー
4.電源スイッチ
5.INON社製外部フラッシュ取り
付けシュー※1

6.フロントケース
7.拡散板（付属）
8.フロントガラス

9.撮影 / 再生切換スイッチ
10.ボタン操作部
（各ボタンの操作はデジタルカ
メラの取扱説明書をお読みく
ださい※2）

11. リアケース

12.バックル
13.ロック解除レバー
14.ハンドストラップ取付部
（付属のハンドストラップを取
り付けてください）

各部の名前

１３

１４

４３２ ５

８

１

６

７

１０

９

１１

１２

※1 INON社製外部フラッシュ専用の取り付けシューです。
対応フラッシュにつきましては、INON 社へお問い合わせください。

TEL  0467-48-2174 

URL  http://www.inon.co.jp/
※ 2 お使いいただくデジタルカメラによっては、マリンケースのボタン表示が異

なる場合があります。デジタルカメラのボタン表示に従ってお使いください。

電話受付時間：10:00 ～ 12:00、13:00～ 18:00
（土日祝または指定休業日を除く）
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≥ O
オー

リングは、水中カメラや時計、ダイビング機器などに使われてい
る防水パッキンの一種です。

≥水が入らないようにリアケースとフロントケースの間を密着させ、
防水性を保つことができます。

■Oリングの防水の仕組み

Oリングとは？

Oリングのメンテナンスは非常に重要です。正しく取り扱わな
いと水漏れの原因になります。O リングが O リング接触面と
均等で途切れなく接触することによって防水性を保ちます。

Ｏリング
Ｏリング

水がすきまから入らないように、Ｏリングと面が接触して防水性を保ちます。

水圧でＯリングがつぶされると、接触面が大きくなり、押し
つけられる力もさらに強くなります。

リアケース

フロントケース

Ｏリング

デジタルカメラ は
じ
め
に

準
備
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デジタルカメラを取り付ける前に必ず行ってください。
Oリングのセッティングは、手をきれいに洗って乾かしてか
ら、砂やほこりのない場所で行ってください。

1リアケースに装着してあるOリングを指でたるませながら外す
≥ 両方の手の指の腹でOリングを押さえつけ、指を寄せてたるんだ
ところを持ち上げてください。つめでＯリングに傷を付けない
ように気をつけてください。

お知らせ

≥ Oリングを外すときは、先のとがったものを使用しないでください。
Oリングに傷を付ける場合があります。

準備～Oリングをセットする～

Ｏリング

Ｏリング
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2 Oリングを点検する
≥ ごみ、砂、毛髪、ほこり、塩分、糸くずなどが付着していない
か、または、古いOリンググリスが残っていないか十分に確認
して、乾いた柔らかい布などで必ず取り除いてください。

≥ 目に見えないごみなどが付着していることもありますので、指
先でなぞって点検してください。

≥ Oリングのごみなどを乾いた布などでふき取るときは、繊維が
付着しないように気をつけてください。

≥ Oリングにひび割れ、ゆがみ、つぶれ、ささくれ、傷、砂かみ
などがないか確認してください。ある場合は必ず新しいものと
交換してください。

3 Oリングの溝を点検する
≥ 砂粒や乾いて固まった塩などが入りこんでいる場合があります
ので、エアースプレーで吹き飛ばしたり、綿棒を使って丁寧に
取り除いてください。その際は、綿棒の糸くずが付着しないよ
うにお気をつけください。

≥ リアケース（Oリングをセットする側）の溝だけでなく、フロ
ントケースの溝の接触面も同様に点検してください。

糸くず塩分ほこりごみ 砂 毛髪

傷 砂かみひび割れ ゆがみ つぶれ ささくれ

準
備
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4 OリングにOリンググリス（付属）を塗る
Oリングの表面の清掃とオイルを補給するためにOリンググリスを
塗ってください。

≥ 指先に米粒大のOリンググリス(付属)を付け、指の腹でOリング全体
に薄く均一に塗ってください。（紙や布を使ってOリンググリスを塗
ると、繊維が付着する場合がありますので使用しないでください）

≥ O リンググリスを塗りすぎると、ごみやほこりが付着して、水漏れ
の原因となりますので、O リングを指の腹で挟み込んで、丁寧に取
り除いてください。

≥ Oリンググリスを薄く均一に塗ることで、Oリングがマリンケースの
溝に沿って柔軟に変形し、マリンケースの気密性を保ちます。

≥ 指定外のOリンググリスを使用すると、表面が変質して水漏れの原
因となりますので、必ず指定のOリンググリスをお使いください。

5 Oリングを溝にセッティングする
以下の点に気をつけて、Oリングを溝に均等にセットしてください。
≥ ごみなどが付着していないか
≥ はみ出していないか
≥ ねじれていないか
≥ 無理に引っ張っていないか

準備～Oリングをセットする～（つづき）

 

良い例

悪い例

溝にしっかり
はめ込まれている

溝から外れている
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6再度点検をする
取り付けられた O リングに以下の不具合がないか、もう一度点検
してください。
≥ ごみなど付着していないか
≥ はみ出していないか
≥ ねじれていないか
≥ 傷やつぶれがないか

手に付いたOリンググリスを乾いた布でよくふき取り、そのあと真水
できれいに洗ってください。

7バックルを留める

≥ フロントケースの内側のOリング密着面、およびバックルの内側にも
異物が付着していないことを確認したあと、マリンケースを閉じてく
ださい。

お知らせ

≥ 密閉状態を保つために、Oリング接触面に傷を付けないよう、丁寧
に取り扱ってください。

≥ ごみなどで傷付いたり、変形したOリングは絶対に使用しないでく
ださい。水漏れの原因になります。

≥ 使用するごとに必ずOリングを外し、Oリングの溝にごみ、砂、毛
髪などの異物が付着していないことを確認し、OリングにOリング
グリス（付属）を薄く塗ってください。多すぎるとごみやほこりが
付着し、水漏れの原因になります。

≥ Oリンググリス（付属）は、Oリング以外で使わないでください。
≥ 撮影場所でOリングに不具合が生じる可能性もありますので、予備
のOリングをご用意ください。

準
備
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Oリングのセッティング後、デジタルカメラを取り付ける前にマリン
ケースを閉じて、水中（水槽またはバスタブなど）に約 3分以上沈め
て、水漏れがないことを確認してください。
≥ 40 ℃を超える温水の中では使用しないでください。熱によって変
形・水漏れの原因となります。

‘デジタルカメラを取り付けたあとも、同様のテストを行ってください。(P13)

お知らせ

≥ ケースを水に沈めた際にケース内から気泡が上がったり、水から取り
出したケースの中に水がたまったりしているときは、水漏れが発生し
ています。
このようなときは、お買い上げの販売店へご連絡ください。

≥ ご使用中、水漏れが発生しデジタルカメラが浸水した場合には、すぐ
にデジタルカメラからバッテリーを外してください。水素ガスが発生
すると、近くに火気がある場合には燃焼・爆発の恐れがあります。

≥ 水中に勢いよく飛び込んだ場合や、船上から海へ放り投げた場合に、
部分的に高い水圧がかかり水漏れが発生する場合がありますが、マ
リンケースの故障ではありません。潜水する場合はゆっくりと潜水
するなど、取り扱いに十分お気をつけください。

≥ 本マリンケースは水深 40 m までのご使用を前提に設計されていま
す。水深40 mより深い潜水をされた場合、マリンケースの一部に復
帰しない故障が発生する場合がありますのでお気をつけください。

≥ マリンケースを密閉する際には、Oリングとその接触面に異物を挟
み込まないよう十分お気をつけください。たとえ髪の毛一本、また
は砂粒一個が挟まっても水漏れすることがあります。

準備～防水の確認をする～
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デジタルカメラとマリンケースの電源スイッチが [OFF] に、撮影/再
生切換スイッチが [!] になっていることを確認してください。
≥ デジタルカメラのストラップを外してください。

11をスライドさせながら、2を指で押し上げてバックルを外す

2デジタルカメラをマリンケースの中へ入れる

≥ 遮光リングを挟み込まないようにお気をつけください。
3シリカゲル（付属）を入れる
≥ シリカゲルは必ず新しいものをお使いください。

準備～デジタルカメラを取り付ける～

遮光リング

カメラ本体

シリカゲル

準
備
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≥ シリカゲルを入れるときは、下図のように折り曲げて、所定の位
置に必ず奥まで入れてください。途中まで入れた状態でマリン
ケースを閉じると、シリカゲルの袋を O リングが挟み込み、水
漏れの原因になります。

≥ 気温が高く水温が低い状態で潜水すると、マリンケースの内部に
つゆつきが起こります。つゆつき防止のためにも、あらかじめシ
リカゲル（付属）を入れてください。また、くもり止め効果をあ
げるため、シリカゲルは実際にマリンケースを使用する約1～2
時間前に入れてください。

4バックルを留める

‘バックルが確実に留まっているか確認してください。
ストラップ等を挟み込まないでください。

5デジタルカメラをセットしたあと、再び防水テストを行う（P12）

準備～デジタルカメラを取り付ける～（つづき）

シリカゲル
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お知らせ

≥ Oリングが確実に溝にはめ込まれているか、もう一度確認してくだ
さい。

≥ 砂やほこりなどの多い場所、湿気のある場所、水にぬれやすい場所
でのマリンケースの開閉は避けてください。

≥ 急激な温度変化があると、マリンケース内部につゆつきが起こるこ
とがあります。

≥ 日焼け止めやサンオイルがマリンケースに付着した場合は、すみや
かにぬるま湯で洗い流してください。マリンケースの表面の変色や
防水性能低下の原因になります。

■画像への光の映り込みを防ぐには
マリンケースを使用して撮影する際、画像に光の映り込みが発生する場合
がありますので、デジタルカメラ本体に反射防止パーツを付けて撮影する
ことをおすすめします。
レンズ周りに反射防止パーツを付けることにより、画像への光の映り込み
を軽減します。

1 接着面のシートをはがしてから、反射防止パーツをデジタルカメラの
レンズ部の形に合わせてぴったりとはり付ける
≥ はり付ける前に、接着面に汚れやごみなどが付いていないことを確認
してください。
≥ 反射防止パーツの接着面が汚れた場合、水で洗ってからよく乾かすと、
繰り返し使用できます。
≥ レンズが収納された状態ではり付けてください。

≥ 反射防止パーツを使い終わったあとは、接着面にシートをはって保管
してください。
≥ マリンケースを使用しない場合は、反射防止パーツを付ける必要はあ
りません。
≥ 反射防止パーツを紛失・破損したときなどは、販売店でお買い求めく
ださい。

反射防止パーツ
反射防止パーツ

シート

準
備
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■ウエイトを取り付ける
ウエイトの使用について
マリンケースをお使いの際、お好みの浮力に調整することができま
す。必要に応じてお使いください。

水中での浮力は下記を参考にしてください。
1デジタルカメラ＋マリンケースのみの場合
淡水や海水でゆっくり浮く（プラス浮力）

2デジタルカメラ＋マリンケース＋ウエイトの場合
淡水や海水でゆっくり沈む（マイナス浮力）

ウエイト装着方法
ウエイトの突起部をマリンケースの脚
部に合わせ、マイナスドライバーなどを
使い、付属のウエイト固定ねじで三脚穴
に止めてください。

■水中に入る前に必ず確認してください
実際に潜水して水中撮影する前に、以下のことを確認してください。
≥ バッテリーの残量が十分にあるか
≥ カードのメモリー残量が十分にあるか
≥ Oリングのセッティングを確実に行ったか
≥ 防水テストは行ったか
≥ バックルはしっかり留まっているか

■撮影する

1電源スイッチを操作して、デジタルカメラの電源を入れる

撮影する

ONOFF




ONOFF

1を押して、2電源スイッチを[ON]
に合わせる

電源が入ったら、3 を押してスイッチ
を固定する

Body.fm  16 ページ  ２００９年８月１７日　月曜日　午後４時４分
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2シーンモードメニューを表示して、[水中モード]に設定する
≥ 詳しくは、デジタルカメラの取扱説明書をお読みください。

3ピントを合わせたい被写体を液晶モニターのAF エリアに入れる

42（ AF-L）を押して、ピントを固定する
≥ もう一度2（ AF-L）を押すと解除されます。

5シャッターボタンを全押しして、撮影する

お知らせ

≥ デジタルカメラをマリンケースに取り付ける前に、再度時計設定の確認
をおすすめします。
（詳しくは、デジタルカメラの取扱説明書をお読みください）
≥ 前方に浮遊物などがあると、ピントが被写体よりずれる場合があります。
≥ フロントガラスに水滴やごみが付着すると、ピントがずれる場合があり
ます。フロントガラスは必ずきれいにしておいてください。

WB微調整（水中モード）
13（ ）を数回押し、[ WB微調整] を表示させる
22（ AF-L）/1（ ）でホワイトバランスを調整する
3[MENU/SET] ボタンを押して終了する
≥ シャッターボタン半押しでも終了できます。

より良い画像を選ぶ
（フラッシュを [ ] に設定してください）
オートブラケット機能を活用する（オートブラケット機能のある機種の場合）
≥ 自動的に３段階の露出で撮影します。撮影したあと、好みの画像
を選ぶことができます。

連写機能を活用する
≥ 動きの速い被写体（クマノミなど）の撮影時に、連写機能を使っ
て撮影したあと、好みの画像を選ぶことができます。

お知らせ

≥ その他の機能など、詳しくはデジタルカメラの取扱説明書をお読み
ください。

撮影する～水中撮影時のテクニック～

操
作

Body.fm  17 ページ  ２００９年８月１７日　月曜日　午後６時４分
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次の処置を行ってください。

1マリンケースにデジタルカメラを入れたまま真水に静かに沈め、
約 30分以上浸して塩分などを十分に取り除く

≥ 操作部を動かして細部に入り込んだ海水を洗い流してください。
塩抜きをしないと、操作部に入り込んだ塩分が固まって操作でき
なくなります。

≥ 局部的に激しい水流や圧力を加えないでください。水漏れの原因
になります。

2塩分の付いていない乾いた布で水滴をふき取り、確実に乾燥させる
≥ 乾燥させるために直射日光にさらさないでください。マリンケー
スの変色、破損、またはOリングの劣化を早める原因になります。

3リアケースを開けてデジタルカメラを取り出す

撮影が終わったら

DMW-MCZX1.book  18 ページ  ２００９年７月６日　月曜日　午前９時３９分
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4 Oリングを外し、溝にごみなどが残っていないかよく確認する

5外したOリングは、傷などがないか確認しながらＯリンググリス
を塗る

お知らせ

デジタルカメラが水にぬれると故障につながりますので、取り出すと
きは以下の点にお気をつけください。
≥ 天候や海の状況が悪いときは、デジタルカメラに水がかからない場
所を選ぶ。（屋根のある場所、屋内など）

≥ 体や頭髪に付いている水分をよくふき取る。（特に保温スーツのそで
口から出る水に気をつける）

≥ 清潔な手で取り出す。（真水で手を洗い、よくふいておく）

操
作

DMW-MCZX1.book  19 ページ  ２００９年７月６日　月曜日　午前９時３９分
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1マリンケースの外側を水洗いする
≥ きれいに洗ってください。（P18）
≥ 必ずふたを閉め、外側のみを水洗いしてください。
≥ 内側の汚れは、湿らせた柔らかい布などでふき取ってください。

お知らせ

≥ 部分的に高い水圧がかかると、水漏れする恐れがあります。水洗い
するときは、装着したデジタルカメラを取り出してから行ってくだ
さい。

≥ デジタルカメラを中に入れたまま保管しないでください。
≥ Oリングをマリンケースから取り外し、乾燥させないように保管し
てください。詳しくは、26 ページをお読みください。
長期間、保管する場合は、Oリングを外してから、付属の専用ポリ
袋に入れてください。

≥ ウエイトおよびウエイト固定ねじは、さび防止のため、使用後は取
り外し、塩分や水分を十分取り除いてから保管してください。

洗浄・保管

DMW-MCZX1.book  20 ページ  ２００９年７月６日　月曜日　午前９時３９分
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安
全
上
の 

ご
注
意

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを
説明しています。

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分し
て、説明しています。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。
（次は図記号の例です）

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

注意 「傷害を負うことや、財産の損害が発生するおそれ
がある内容」です。

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

そ
の
他
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安全上のご注意　必ずお守りください　（つづき）

警告

デジタルカメラの異常・故障時には直ちに使用を中
止する

≥ 煙が出たり、異常なにおいや音がする
≥ 映像や音声が出ないことがある
≥ 内部に水や異物が入った

そのまま使うと火災・感電の原因になります。
¥電源を切り、販売店にご相談ください。

異常があったときには、デジタルカメラをマリン
ケースから取り出し、バッテリーを外す

マリンケースに水もれが発生したら、すぐに使用を
中止する

ショートや発熱により、火災・感電・故障の原因に
なります。

DMW-MCZX1.book  22 ページ  ２００９年７月６日　月曜日　午前９時３９分
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安
全
上
の 

ご
注
意

警告

デジタルカメラやバッテリーをぬれた手で扱わない

ぬれ手禁止

感電の原因になります。

分解、改造をしない

分解禁止

水もれを起こし、デジタルカメラに水が入ると、修
理不能の原因になります。
また、デジタルカメラに水が入り、そのまま使うと、
火災・感電・故障の原因になります。

Oリング、Oリンググリス、反射防止パーツ、
ウエイト固定ねじ、シリカゲルは乳幼児の手の届く
ところに置かない

誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼします。

¥万一、飲み込んだら、すぐに医師にご相談ください。

SAFTY.fm  23 ページ  ２００９年８月１７日　月曜日　午後４時７分
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安全上のご注意　必ずお守りください　（つづき）

注意

マリンケースは、乳幼児の手の届くところに置か
ない

マリンケースの開閉部に、身体の一部を挟むとけが
の原因になることがあります。

DMW-MCZX1.book  24 ページ  ２００９年７月６日　月曜日　午前９時３９分
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安
全
上
の 

ご
注
意

注意

異常に温度が高くなるところに置かない

特にビーチ（海岸）、ボートの上など直射日光の当た
るところでは、想像以上に高温になりますので、下
記により、火災や感電の原因になることがあります。
≥ ケースの変形による水もれ
≥ デジタルカメラを装着している場合は、デジタルカメ
ラの劣化や破損

DMW-MCZX1.book  25 ページ  ２００９年７月６日　月曜日　午前９時３９分
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■Oリングの取り扱い
≥ Oリングを洗浄するときは、アルコール、シンナー類や化学洗浄剤
などを絶対に使わないでください。損傷や劣化を早める原因になり
ます。

≥ 長期間使用しないときは、Oリングの変形を避けるために、マリン
ケースの溝から外して薄くOリンググリス（付属）を塗り、専用ポ
リ袋に入れて冷暗所に保管してください。
なお、再度マリンケースを使用するために O リングを付けるとき
は、傷やひび割れがないことを十分確認してください。

≥ 指定外のOリンググリスを使用しないでください。Oリングの表面
が変質して、水漏れの原因となります。

≥ マリンケースの防水機能は、Oリングおよびその接触面で保たれて
います。これらの部分に物をぶつけたり、異物（砂やごみ、頭髪な
ど）を挟み込んで傷を付けないようにしてください。

≥ Oリングを溝から外す場合、先のとがったものを使用しないでくだ
さい。傷が付く場合がありますので、指でたるませながら外してく
ださい。

≥ リアケースのOリングを外して、ごみ、砂、毛髪などの付着物をふ
き取り、さらにOリングがはめ込まれていた溝と、フロントケース
内側の側面（Oリング接着面）の汚れをふき取ってください。

≥ Oリングの傷やひび割れは浸水の原因となりますので、ただちに新
しい物と交換してください。

≥ Oリング交換後や長期間未使用時、またはデジタルカメラのセット後
やバッテリーの交換などでマリンケースを開けた場合は、その都度O
リングに傷やひび割れがないことを十分に確認してください。
また確認後マリンケースを閉じ、水中（水槽やバスタブ）に約3分
以上沈めて、水漏れがないことを確認してください。（P12）

≥ Oリングは消耗品です。手入れの状態や使用回数、保存状態によっ
て異なりますが、目立った傷がなくても１年を目安に交換してくだ
さい。

使用上のお願い

DMW-MCZX1.book  26 ページ  ２００９年７月６日　月曜日　午前９時３９分
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■お手入れについて
≥ 洗浄、さび防止、くもり止め、補修などの目的で、下記の薬品類は
絶対に使用しないでください。マリンケースに直接または間接的（薬
品類が気化した状態）に使用した場合、ひび割れなどの原因になり
ます。

≥ デジタルカメラにOリンググリスが付着したときは、乾いた柔らか
い布でふいてください。

≥ マリンケースの内側は、柔らかい乾いた布でふくだけにしてくださ
い。フロントガラスの内側は、使用前・使用後に乾いた柔らかい布
でふき取り、透明度を保ってください。

使用できない薬品類 説明

揮発性の有機溶剤、
化学洗剤

マリンケースをアルコール・ガソリン・シンナー
などの揮発性有機溶剤、または化学洗剤などで
洗浄しないでください。洗浄は真水、またはぬ
るま湯で十分です。

さび防止剤
使用しないでください。金属部分はステンレス
および真ちゅうを使用しており、真水による洗
浄で十分です。

くもり止め 使用しないでください。
必ず指定のシリカゲルを使用してください。

接着剤
補修などのために接着剤を使用しないでくださ
い。補修が必要な場合は、お買い上げの販売店
にご相談ください。

そ
の
他
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■使用後の保管・点検について
≥ 必ずデジタルカメラをマリンケースから取り出してください。
≥ Oリングにごみやほこりが付かないようにお気をつけください。
≥ マリンケースは常温で十分乾かしたあと、乾燥した冷暗所に保管し
てください。

≥ 使用する頻度にもよりますが、お買い上げ後約３年に一度の点検を
おすすめします。分解掃除と各部品の検査、補修をして、お買い上
げ時と同様の高水圧試験器による防水機能など有料で検査させてい
ただきます。なお、この際の輸送料はお客様のご負担とさせていた
だきます。

≥ この説明書で指示している以外の個所を取り外したり、改造したり、
指定以外の部品を使用することは避けてください。不具合が生じた
場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

使用可能機種 : DMC-ZX1（2009年 8月現在※）
質量 : 約 395 g
外形寸法 : 約 幅 138 mm ×高さ 87 mm ×奥行き 82 mm

（突起部除く）
材質 : ポリカーボネイト
防水構造 : Oリング圧着式
耐水水深 : 40 ｍ
※ 最新の使用可能機種につきましては、デジタルカメラの取扱説明書 /
カタログ /ホームページなどをご覧ください。

使用上のお願い（つづき）

仕様
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修理･使いかた･お手入れなどは・・・
■まず､お買い上げの販売店へご相談ください。

修理を依頼されるときは･･･
この説明書をよくお読みのうえ、直らないときは、まずデジタルカメ
ラを取り出して、お買い上げ日と下の内容をご連絡ください。

●保証期間中は、保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が修理を
させていただきますので、おそれ入りますが、製品に保証書を添えて
ご持参ください。
保証期間 : お買い上げ日から本体1年間

保証とアフターサービス（よくお読みください）

●製品名 マリンケース
●品　番 DMW-MCZX1
●故障の状況 できるだけ具体的に

販売店名

電話　          （　　　 ）　　　   ー

お買い上げ日　　　        年　　  月　　  日

▼お買い上げの際に記入されると便利です

そ
の
他
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●保証期間終了後は、診断をして修理できる場合は、ご要望により修
理させていただきます。

※修理料金は次の内容で構成されています。

技術料　診断・修理・調整・点検などの費用

部品代 　部品および補助材料代

出張料 　技術者を派遣する費用

補修用性能部品の保有期間  8 年
※当社は、このマリンケースの補修用性能部品（製品の機能を維持す
るための部品）を、製造打ち切り後 8年保有しています。

保証とアフターサービス（よくお読みください）（つづき）
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■転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓口にご相談ください。
●修理に関するご相談は・・・

●使いかた・お手入れなどのご相談は・・・

※ご使用の回線（IP電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる場合があ
ります。

※「よくある質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。
http://panasonic.jp/support/

ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて
パナソニック株式会社およびパナソニックグループ関係会社（以下「当社」）は、お客様からお知
らせいただいたお客様の氏名・住所などの個人情報（以下「個人情報」）を、下記のとおり、お取り
扱いします。
1. 当社は、お客様の個人情報を、パナソニック製品のご相談への対応や修理およびその確認な
どに利用させていただき、これらの目的のためにご相談内容の記録を残すことがあります。
また、お客様に折り返し電話させていただくときのために、ナンバー・ディスプレイを採用し
ています。
なお、修理やその確認作業を当社の協力会社に委託する場合、法令に基づく義務の履行また
は権限の行使のために必要な場合、その他正当な理由がある場合を除き、当社以外の第三者
に個人情報を開示・提供いたしません。

2. 当社は、お客様の個人情報を、適切に管理します。
3. お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきましたご相談窓口にご連絡ください。

そ
の
他
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保証とアフターサービス（よくお読みください）（つづき）
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そ
の
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パナソニック株式会社
AVCネットワークス社　ネットワーク事業グループ
〒 571-8504　大阪府門真市松生町１番 15号

C Panasonic Corporation 2009
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